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2
0
1
8
年
度
土
木
学
会
全
国
大
会
は
、

『
社
会
シ
ス
テ
ム
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

の
た
め
に 

～
未
来
に
向
け
て
土
木
が
担
う

も
の
～
』
を
テ
ー
マ
に
北
海
道
大
学
札
幌

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。2
0
1
8
年

は
、
開
催
地
で
あ
る『
北
海
道
』
の
命
名
か

ら
1
5
0
年
目
の
節
目
の
年
で
あ
る
。こ
れ

を
機
に
本
特
集
で
は
、北
海
道
に
お
け
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
創
出
の
た
め
に
土

木
お
よ
び
関
連
技
術
が
担
う
役
割
を
紹
介

す
る
。

　

わ
が
国
は
、北
海
道
の
豊
富
な
資
源
や
広

大
な
国
土
を
利
用
し
、国
全
体
の
安
定
と
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
、1
8
6
9
年
の
開
拓

使
設
置
以
降
、
特
別
な
開
発
政
策
の
下
、
北

海
道
開
発
を
進
め
て
き
た
。北
海
道
開
発
法

（
1
9
5
0
年
）
の
制
定
後
は
、
こ
れ
ま
で

7
期
に
わ
た
り
北
海
道
総
合
開
発
計
画
を

策
定
し
、計
画
的
に
北
海
道
開
発
を
推
進
し

て
い
る
。
北
海
道
開
発
の
基
本
的
意
義
は
、

北
海
道
の
資
源
・
特
性
を
活
か
し
て
、当
初

の
国
民
経
済
の
復
興
や
人
口
問
題
の
解
決

か
ら
、産
業
構
造
の
高
度
化
や
そ
の
適
正
配

置
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
供
給
な
ど
、
そ

の
時
々
の
わ
が
国
の
課
題
の
解
決
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、地
域
の
活
力
あ
る
発
展
を

図
る
こ
と
で
あ
る
。最
新
の
第
8
期
北
海
道

総
合
開
発
計
画
で
は
、本
格
的
な
人
口
減
少

時
代
の
到
来
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
さ
ら
な
る

進
展
と
国
際
環
境
の
変
化
、大
規
模
災
害
等

の
切
迫
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、「
人
が
輝
く
地
域
社
会
の
形
成
」、

「
世
界
に
目
を
向
け
た
産
業
の
振
興
」、「
強

靱
で
持
続
可
能
な
国
土
の
形
成
」の
三
つ
を

主
要
施
策
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

こ
の
背
景
に
は
北
海
道
の
地
理
歴
史
、自

然
社
会
特
性
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。北

海
道
に
は
、
明
治
以
降
の
開
拓
、
開
発
と
い

う
歴
史
経
緯
か
ら
、個
々
人
の
挑
戦
を
受
け

入
れ
、
活
躍
の
舞
台
を
提
供
す
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
。
現
在
、
北
海
道
で
は
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
全
国
に
先
駆
け
て
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
広
域
分
散
型
社
会 写真1　国道274号日勝峠の復旧開通
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を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、特
に
地
方
部

の
影
響
が
目
立
ち
始
め
て
お
り
、地
方
の
定

住
環
境
の
維
持
は
全
国
的
に
も
懸
念
さ
れ

て
い
る
大
き
な
課
題
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な

状
況
に
あ
っ
て
、人
び
と
が
そ
の
個
性
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
北
海

道
は
備
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

北
海
道
は
、
広
大
な
農
地
や
豊
富
な
水

産
・
森
林
資
源
を
有
し
、わ
が
国
有
数
の
食

料
供
給
基
地
と
な
っ
て
お
り
、豊
か
な
自
然

環
境
、
特
徴
あ
る
景
観
等
の
資
産
、
観
光
価

値
も
高
い
。豊
富
な
地
域
資
源
と
ブ
ラ
ン
ド

力
を
持
つ
北
海
道
の
食
・
観
光
産
業
は
、近

年
の
巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
創
出
に

よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
、
世
界
全
体
の
成
長
を
取

り
込
み
、国
際
的
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

従
来
に
増
し
て
、
食
料
の
輸
出
入
、
生
産
性

向
上
や
訪
日
外
国
人
旅
行
者
増
加
等
の
対

応
を
、地
域
が
一
体
と
な
っ
て
戦
略
的
に
取

組
み
を
進
め
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、全
国
的
に
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

中
、近
年
で
は
北
海
道
に
お
い
て
も
豪
雨
や

土
砂
災
害
、豪
雪
や
吹
雪
等
多
様
な
災
害
が

激
甚
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。気
候
変
動
等
も

踏
ま
え
、よ
り
一
層
の
国
土
の
強
靭
か
つ
持

続
可
能
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
口
減
少
時
代
の
中
、

活
力
あ
る
力
強
い
社
会
を
維
持
し
発
展
さ

せ
て
い
く
取
組
み
を
全
国
に
先
駆
け
て
実

施
可
能
な
モ
デ
ル
地
域
で
あ
り
、わ
が
国
へ

の
貢
献
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

特
集
の
前
半
は
、北
海
道
開
発
の
理
念
を

あ
ら
た
め
て
見
直
し
、わ
が
国
の
課
題
解
決

や
新
た
な
地
域
社
会
創
造
の
先
導
に
必
要

不
可
欠
な
価
値
創
造
を
支
え
る
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
に
お
い
て
、「
多
様

性
へ
の
気
付
き
」が
重
要
な
視
点
で
あ
る
と

の
提
案
を
紹
介
す
る
。
次
に
、2
0
1
6
年

3
月
に
策
定
さ
れ
た
第
8
期
北
海
道
総
合

開
発
計
画
の
概
要
と
、明
治
か
ら
昭
和
初
期

の
北
海
道
開
拓
・
開
発
に
お
い
て
そ
の
原

動
力
と
な
っ
た
も
の
が
近
代
土
木
技
術
の

導
入
、適
用
と
特
殊
性
や
高
次
性
課
題
に
対

応
し
た
開
発
、そ
し
て
人
材
育
成
等
北
海
道

発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
察
す
る
。

　

後
半
で
は
、
現
在
、
北
海
道
開
発
を
舞

台
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
新
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
と
そ
の
社
会
実
装
事
例
を

紹
介
す
る
。

　

生
産
空
間
を
支
え
る
地
域
の
人
び
と
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
や
物
流
の
確
保
、世
界
に
目
を

向
け
た
産
業
の
推
進
を
目
的
に
、高
度
な
情

報
技
術
を
利
用
し
た
自
動
運
転
を
活
用
し

道
の
駅
と
連
携
し
て
実
証
実
験
中
の
事
例
、

農
水
産
物
の
輸
出
経
験
の
少
な
い
中
小
企

業
を
対
象
に
し
て
物
流
の
課
題
解
決
だ
け

で
は
な
く
商
流
と
物
流
を
つ
な
ぐ
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を
開
発
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
た
北
海
道
国
際
流
通
機
構
を
紹

介
す
る
。
そ
し
て
、
農
水
産
物
の
輸
出
促
進

の
ほ
か
、訪
日
外
国
人
受
け
入
れ
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
向
上
・
強
化
を
図
る
港
湾
・
空

港
施
設
の
基
盤
整
備
実
施
事
例
、労
働
力
不

足
が
深
刻
な
北
海
道
農
業
の
課
題
解
決
と

農
産
物
の
品
質
向
上
や
生
産
コ
ス
ト
の
削

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
I
C
T
と

ロ
ボ
ッ
ト
等
世
界
的
に
も
稀
な
高
度
な
先

端
科
学
技
術
を
結
集
、活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
の
現
況
を
紹
介
す
る
。

　

ま
た
、災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
地
域
、

強
靱
か
つ
持
続
可
能
な
国
土
の
形
成
の
た
め

の
技
術
が
あ
る
。2
0
1
6
年
の
北
海
道
豪

雨
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
日
勝

峠
付
近
の
主
要
国
道
を
、i-Construction

の
採
用
に
よ
り
冬
期
間
を
含
む
1
年
2
ヶ
月

で
早
期
復
旧
さ
せ
た
（
写
真
1
）
施
工
技
術
、

生
産
性
向
上
や
治
水
利
水
効
果
の
早
期
発

現
、自
然
社
会
環
境
へ
の
影
響
等
を
考
慮
し

て
既
存
ダ
ム
を
か
さ
上
げ
し
再
開
発
す
る
際

（
写
真
2
）
、
冬
期
間
に
発
生
す
る
温
度
応
力

抑
制
の
た
め
の
養
生
方
法
の
開
発
等
施
工
技

術
、冬
期
交
通
の
安
全
性
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
暴
風
雪
時
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
行
動
や
判

断
を
支
援
す
る
吹
雪
の
視
界
情
報
提
供
技
術

を
紹
介
す
る
。こ
れ
ら
は
1
年
の
う
ち
半
分

以
上
が
積
雪
寒
冷
期
と
い
う
特
殊
性
が
生
み

出
し
た
技
術
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
維
新
か
ら
現
代
に

至
る
ま
で
、
特
異
な
自
然
環
境
や
社
会
環

境
を
有
す
る
北
海
道
の
特
性
を
活
か
し
た

土
木
技
術
や
情
報
等
の
土
木
関
連
技
術
は
、

個
々
の
技
術
の
完
成
や
改
良
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
時
々
の
地
域
社
会
の
課
題
の
克
服
や

解
決
、
持
続
的
か
つ
開
発
や
発
展
を
支
え

る
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
お
り
、今
後
も
そ
の
期
待
は
大

き
い
。

写真2　再開発中の新桂沢ダム
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